
平成２９年１２月１３日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 君島 一郎 様 

 

             那須塩原市議会 第１班 班 長 小島耕一 

                         記録者 森本彰伸 

                              

 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  平成２９年１１月１４日（火）午後 ７時００分～９時００分 

２．会  場  西那須野公民館 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        齊藤 誠之議員（進行） 

吉成 伸一議員（司会） 

        君島 一郎議員（報告・議会） 

                森本 彰伸議員（報告・放射能） 

        田村 正宏議員（記録者） 

        小島 耕一議員（記録者） 

        鈴木 伸彦議員（記録者） 

        髙久 好一議員（記録者） 

                玉野  宏 議員（記録者） 

４．参 加 者  市民 １７人（男性１４人、女性３人）…別紙受付表のとおり 

 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

 

 

 

 

６．報告会の運営について 

 

別紙「議会報告会 第１班 反省評価」のとおり 

 

 

 



議会報告会 第１班 反省評価 

 

                   平成２９年１２月１４日 

                    班長 小島耕一 

（１）報告会運営上の感想、反省 

 ・議会報告、意見交換会の役割分担、司会進行はスムーズで順調であった。 

 ・意見交換会の班構成、テーマ説明、意見交換、代表者発表の順番はよかった。 

 ・参加者は意見を発表するだけにすることで、効率的な時間利用につながった。 

 ・議論を始めると時間が短い傾向があった。 

・意見交換会のテーマがやや多かったため、議論の深化が図れないところがあった。 

 ・テーマはあまり多くしないほうが良い。 

 ・意見交換のグループ分けが、仲間同士となったため、意見が偏る傾向があった。 

 ・仲間同士のため、仲間内で話すことが見られた。意見交換の方法に関する注意事項の

説明が必要であった。 

  

（２）その他 

 ・参加者数が少なかったことから、改善策が必要と考えられた。 

  集まりのある所へ議員が出かけて議会報告会を行う出前報告会を行ってはどうか。 

  議会報告会の回数を増やして、市民との交流の場を多くしたほうが良い。 

  議会報告会という名称は議会の状況を市民に伝えるとうイメージがあり、現在の意見

交換会をメインにした議会報告会を表していないことから、市民の意見を聴く会とい

った名称変更も検討する必要がある。 

  市民へアンケートをとって、様々な意見を組み込んだ意見交換会にしてはどうか。 

  議会報告会での意見交換会による市民の意見集約、並びに常任委員会での意見集約な

ど、市民の意見を集約し、それを執行部に提案する活動をしてはどうか。 



議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】           

 

■第９回（平成２９年１１月開催）             会場 西那須野   公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会・臨

時会 

審議結果 

無し  

放射能対策

検討特別委

員会 

① 遮水シートで稲藁の飛散は無いと考えてよろしい

ですか。 

 

 

 

② 最終処分場にいつもって行くのですか。 

 

 

 

③  放射線は出ているのか、出ているなら放射線量は

減って来ているのですか、またいつになったら安心

できるのでしょうか。 

④ 稲藁に盛り土をしてその上

を遮水シートで覆っている

ので稲藁が飛散することは

ないと思われます。 

 

②  まだいつ最終処分場に持っ

ていけるかはわかっていま

せん。 

 

③ 放射線は出ています。放射線

の減少には長い時間がかか

るのでいつになるとは言え

ません。 

 

全会場共通

の班テーマ 

（自班テーマ） 

自治会活動で

感じること 

 

 

 

 

 

① 地域の状況を把握しているのがお年寄りだけ。 

② 若い人の自治会加入率が低い。 

③ 役員が高齢化している。 

④ アパートの住民への勧誘が難しい。（大家に連絡が

できないことがある） 

⑤ 核家族化が原因か社会性に乏しい人が増えてい

る。 

⑥ 育成会との連携が必要。 

⑦ 育成会には入るが自治会には入らない人が多い。 

⑧ 若いお母さんたちとの付き合いが難しい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働のまちづ

くりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 地域によって自治会の規模が大きく違うのに驚い

た。 

⑩ 市がある程度自治会の合併を指導してはどうか。 

⑪ 行政から市民の交通手段への支援が欲しい。 

⑫ 役員中心の活動で市民全体に活動が伝わっていな

い。 

⑬ 自治会ごとに活動活発さに差がある。 

⑭ 子どもの習い事や部活動が忙しいことも自治会参

加の妨げになっている。 

⑮ 自治会ごとの戸数の差に驚いた。事業は成り立つ

のか。 

⑯ 戸数が極端に少ない自治会の人たちは問題意識を

持っているのだろうか。 

⑰ 行政からの要請は増えている。 

 

① 防犯灯を増やして欲しい。 

② 災害の時の避難困難者の情報を共有するべき。 

③ 避難行動要支援者の情報把握は自治会役員だけで

は困難。 

④ 防災は自治会や班単位で行うべき。（班ごとでやっ

ています） 

⑤ 自助、共助、ご近所付き合いが防災には大切。 

⑥ 防災の意識が低い人が多い。 

⑦ 防災マップなどを作るだけではなく、広げる努力

をするべき。 

⑧ お年寄りや障害者の情報と援助が災害時の課題。 

⑨ 市と一緒に自然を体験するような事業がしたい。 

⑩ 市からの案内などが横文字が多くわかりにくい。 

⑪ 防犯カメラは市がつけるべき。 

⑫ 防犯パトロールは活動内容を広め仲間を増やした

い。 

⑬ コミュニティに入るまで避難場所もわからなかっ

た。 

⑭ 三区町でやっていた蛍の事業は良かった。市と協

力してあんな事業をやりたい。 

⑮ イベントに人数が集まらない。異世代交流を進め

たい。 



 

全会場共通

の班テーマ 
（自班テーマ以

外で１つ目に扱

ったテーマ） 

 

 

 

 

子どもたちの未

来のために、今

できること 

① 子ども食堂が欲しい。 

② 子どもが減って来ているのに学童は一杯、増設を。 

③ お祭りなどで３世代交流を進めたい。 

④ スポーツ少年団に加入する子が減っている。 

⑤ 部活、スポーツ少年団に親が対応できないことで、

加入できず居場所がない子がいる。 

⑥ 昔はもっと放課後校庭など外で遊んでいた。 

⑦ お爺さんお婆さんが遊んでくれると安心。 

⑧ 学校での部活に問題があり入れたくなくなってい

る。 

⑨ 子どもへの躾の仕方が昔とは違う。 

⑩ ゲームばかりして外で遊ばなくなった。 

⑪ 通学路の整備をしっかりして欲しい。 

 

 

全会場共通

の班テーマ 
（自班テーマ以

外で２つ目に扱

ったテーマ 

 

 

 

 

 

空き家対策につ

いて 

① 固定資産税の優遇が問題だ。 

② 空き家の税金を上げてはどうか。 

③ 相続人がいないことが問題になっている。 

④ 相続人が沢山いることも問題になる。 

⑤ 空き家バンクの登録手続きが面倒。 

⑥ 空き家バンクを活用している。 

⑦ 悪い人が入ったりして、火事などが起きるのがこ

わい。 

⑧ 安全、安心のため空き家情報を市と自治会で共有

して欲しい。 

 

 

会場ごとの

テーマ 
 

 

 

 

フリーテーマ 

① 車座を復活して欲しい。 

② 最近は子育てが雑になっていると感じる。 

③ 自治会民生員などの横の連携が重要。 

④ 西那須野地域はとても良いところだと思う。 

⑤ 行政からの連絡手段にもっと電子手段を。 

⑥ 合併して１２年になるが未だに西那須野、黒磯、塩

原が一体になっていない。 

⑦ 四区町で蛍の事業をやっていたがとても良かっ

た。 

⑧ 躾の仕方が今は昔と違う。 

⑨ 西那須野地区は移住者が多く拓けているかんじが

する。 

⑩ 育成会の参加者はほとんどが女性。 

 

 

 

 

 

その他 ① 議会報告会の参加者が少ない事に驚いた。  
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